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軍 
隊 
の 

想 

い 

出
（
一
） 

長
野
県 

 

上 

原 

勝 

義 
 
 

（
旧
姓 

柳
沢
） 

 

  

松
本
―
仏
印 

昭
和
十
八
年
四
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～
同
十
九
年
七
月 

  

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
、
当
時
、
私
ど
も

の
入
隊
す
る
原
隊
は
北
支
に
駐
屯
の
第
二
十
一
師
団
〈
討

兵
団
〉
で
、
北
部
仏
印
（
現
・
ベ
ト
ナ
ム
）
へ
転
進
の
た

め
移
動
を
開
始
し
た
。 

 

こ
れ
は
大
東
亜
戦
争
勃
発
で
、
初
戦
に
比
島
の
マ
ニ
ラ

の
米
比
軍
は
日
本
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
バ
タ
ー
ン
半
島
コ

レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
退
却
し
た
。
日
本
軍
は
バ
タ
ー
ン
半
島

の
米
比
軍
の
兵
力
を
甘
く
見
て
、
二
個
師
団
を
比
島
よ
り

他
へ
転
進
さ
せ
、
奈
良
兵
団
に
攻
撃
を
命
じ
た
が
、
戦
闘

を
開
始
し
た
ら
予
想
に
反
し
倍
以
上
の
七
万
余
の
大
軍
と

堅
固
な
要
塞
よ
り
反
撃
さ
れ
、
壊
滅
に
近
い
大
損
害
を
被

り
攻
撃
は

悉
こ
と
ご
と

く
失
敗
し
た
。 

 

軍
は
こ
の
失
敗
を
ひ
た
隠
し
に
隠
し
、
各
地
よ
り
兵
力
、

火
力
を
増
強
す
る
。
幸
か
不
幸
か
仏
印
に
転
進
す
る
第
二

十
一
師
団
の
右
翼
連
隊
、
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
が
急
遽
比

島
に
転
進
を
命
ぜ
ら
れ
、
第
八
十
二
及
び
第
八
十
三
連
隊

は
予
定
通
り
仏
印
に
転
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

軍
は
先
の
失
敗
に
懲
り
、
今
度
は
大
軍
と
大
小
の
火
砲
、

戦
車
、
飛
行
機
も
協
力
さ
せ
、
昭
和
十
七
年
四
月
三
日
、

総
攻
撃
を
開
始
、
苦
戦
と
甚
大
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
バ
タ

南

方
（
仏

印
）
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ー
ン
半
島
を
攻
略
し
た
。 

  

私
は
昭
和
十
七
年
十
二
月
に
入
隊
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
前
記
の
よ
う
に
原
隊
は
比
島
で
激
戦
中
で
あ
っ
た
た

め
、
昭
和
十
八
年
四
月
に
入
隊
は
延
期
と
な
っ
た
。
こ
の

比
島
も
十
二
月
全
島
が
平
定
し
、
第
六
十
二
連
隊
も
幾
多

の
犠
牲
と
血
潮
を
比
島
に
残
し
、
十
二
月
に
仏
印
ハ
イ
フ

ォ
ン
に
転
進
上
陸
、
第
二
十
一
師
団
は
、
よ
う
や
く
こ
こ

に
全
軍
の
集
結
が
完
了
し
た
。
し
か
し
既
に
第
五
中
隊
は
、

こ
の
比
島
の
激
戦
で
中
隊
の
半
数
近
い
犠
牲
を
だ
し
て
い

た
。 

 

私
は
、
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
松
本
歩
兵
第
一
五
〇

連
隊
に
入
隊
し
た
。
こ
の
歩
兵
第
一
五
〇
連
隊
の
要
員
と

歩
兵
第
六
十
二
連
隊
の
要
員
は
、
す
で
に
内
地
に
決
定
し

て
い
た
兵
は
冬
服
と
軍
帽
、
外
地
の
兵
は
夏
服
と
戦
闘
帽

が
支
給
さ
れ
、
仏
印
の
原
隊
か
ら
は
将
校
と
下
士
官
が
迎

え
に
来
て
い
た
。
運
良
く
私
は
外
地
仏
印
の
要
員
だ
っ
た
。

慌
た
だ
し
く
幾
種
の
予
防
注
射
を
し
て
、
す
ぐ
に
出
陣
か

と
思
っ
た
の
だ
が
船
が
無
い
の
か
、
ど
う
し
た
の
か
松
本

に
三
カ
月
も
置
か
れ
た
。
松
本
の
要
員
は
六
月
末
に
三
カ

月
の
基
本
教
育
も
終
わ
り
、
七
月
初
め
に
外
泊
で
二
～
三

日
家
に
帰
れ
る
と
言
っ
て
い
た
。
我
々
も
内
心
、
外
泊
が

で
き
る
か
な
と
淡
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
ら
六
月
二
十

七
日
、
出
陣
命
令
が
出
て
営
庭
で
出
陣
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

二
十
八
日
早
朝
汽
車
で
松
本
を
出
発
、
淡
い
期
待
の
気

持
ち
は
一
辺
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
二
十
九
日
夜
半
、

広
島
宇
品
港
を
二
十
四
隻
の
大
輸
送
船
団
で
出
港
、
駆
逐

艦
二
隻
が
護
衛
し
、
二
時
間
お
き
に
飛
行
機
が
飛
来
し
て

船
団
の
上
空
を
二
、
三
周
し
て
翼
を
振
っ
て
基
地
に
還
っ

て
行
く
。
心
強
い
護
衛
も
台
湾
の
高
雄
ま
で
で
あ
っ
た
。 

 

七
月
十
四
日
高
雄
港
の
船
中
で
ま
だ
見
ぬ
連
隊
の
軍
旗

祭
を
盛
大
に
や
る
。
そ
の
後
は
各
船
単
独
で
目
的
地
に
向

か
い
、
七
月
二
十
四
日
無
事
に
南
部
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
港
に

入
港
し
た
。
宇
品
出
港
以
来
一
カ
月
、
二
十
一
歳
の
信
州

健
児
千
人
が
仏
印
へ
の
第
一
歩
を
印
し
た
。 

 

こ
こ
よ
り
汽
車
で
北
進
四
昼
夜
、
七
月
三
十
日
早
朝
歩

兵
第
六
十
二
連
隊
に
到
着
し
た
。
松
本
へ
迎
え
に
来
ら
れ

た
斎
藤
曹
長
殿
と
笠
松
軍
曹
殿
に
引
率
さ
れ
て
同
年
兵
五
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十
九
人
は
同
連
隊
の
入
り
口
の
第
五
中
隊
に
入
隊
し
た
。

中
隊
は
五
個
の
内
務
班
に
分
か
れ
、
私
は
四
班
の
（
軽
機

関
銃
）
教
育
班
長
西
川
富
利
軍
曹
殿
、
助
手
辻 

武
、
東 

久
作
の
各
上
等
兵
殿
が
待
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
人
達
は
比
島
バ
タ
ー
ン
の
激
戦
の
生
き
残
り
の
猛

者
で
実
戦
に
即
し
た
教
育
を
三
〇
度
の
炎
天
下
で
三
カ
月
、

内
地
の
兵
の
倍
以
上
の
教
育
と
ビ
ン
タ
も
五
倍
以
上
頂
戴

し
て
辛
い
基
本
教
育
も
よ
う
や
く
終
了
、
十
一
月
三
日
の

明
治
節
に
、
十
月
一
日
付
け
で
皆
一
等
兵
に
進
級
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十
日
激
し
い
瓦
斯
教
育
も
終
わ

り
、
十
二
月
二
日
に
本
年
最
後
の
中
隊
の
銃
剣
術
大
会
が

あ
っ
た
。
五
つ
の
内
務
班
の
対
抗
試
合
で
、
前
回
も
四
班

（
軽
機
関
銃
）
が
優
勝
し
て
、
内
務
班
の
入
り
口
に
剣
術

優
勝
班
と
大
き
い
額
が
掲
げ
て
あ
る
。
昔
か
ら
軍
隊
に
は

「
射
撃
ボ
ン
ヤ
リ
剣
術
馬
鹿
」
と
定
説
が
あ
り
。
射
撃
の

巧
い
者
は
ぼ
や
ー
っ
と
し
て
剣
術
の
強
い
者
は
馬
鹿
だ
と

の
こ
と
。
古
参
兵
に
そ
の
訳
を
お
聞
き
し
た
ら
笑
い
な
が

ら
射
撃
は
他
の
こ
と
は
何
も
考
え
ず
に
的
に
撃
つ
こ
と
だ

ろ
う
。
剣
術
は
相
手
に
向
か
い
何
事
に
も
恐
れ
ず
猪
の
よ

う
に
突
き
進
む
こ
と
だ
ろ
う
と
教
え
て
く
れ
た
が
、
あ
た

ら
な
く
も
遠
か
ら
ず
、
私
は
こ
の
馬
鹿
の
部
類
で
中
々
巧

い
表
現
で
的
中
し
て
い
る
と
感
心
す
る
。 

 

大
会
も
無
事
に
終
わ
る
、
運
良
く
十
五
勝
全
勝
し
て
優

勝
。
同
年
兵
一
位
で
七
級
に
な
り
、
ビ
ー
ル
一
ダ
ー
ス
、

頂
戴
し
た
。
流
石
に
四
班
は
強
い
。
貰
っ
た
ビ
ー
ル
で
祝

勝
の
会
食
を
す
る
。
翌
日
戦
友
の
米
丘
兵
長
殿
か
ら
「
柳

沢
、
昨
日
は
良
く
頑
張
っ
た
。
ご
苦
労
だ
っ
た
」
と
大
き

い
羊
羮
を
頂
戴
し
た
。 

 

十
二
月
五
日
、
サ
イ
ゴ
ン
に
南
部
防
衛
隊
が
新
し
く
編

成
さ
れ
、
第
五
中
隊
か
ら
三
十
人
近
い
戦
友
が
転
属
し
、

ま
た
連
隊
よ
り
北
へ
二
〇
〇
キ
ロ
地
点
ド
ン
キ
ョ
ン
に
飛

行
場
建
設
の
作
業
隊
が
編
成
さ
れ
、
一
個
小
隊
三
十
人
が

出
発
す
る
。
私
も
そ
の
中
の
一
員
と
な
る
。 

 

日
本
軍
進
駐
前
の
重
要
な
援
蔣
ル
ー
ト
で
、
現
地
は
山

の
中
で
辺
り
は
一
面
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
覆
わ
れ
て
い
る
密
林

地
帯
だ
。
川
は
水
清
く
、
十
二
月
な
の
に
大
き
な
蛍
が
飛

び
交
い
故
郷
を
想
い
だ
す
。
し
か
し
マ
ラ
リ
ア
蚊
の
繁
殖

に
は
最
適
で
仏
印
一
番
の
悪
性
マ
ラ
リ
ア
の
発
生
地
で
か
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っ
て
仏
軍
が
中
国
軍
に
備
え
て
建
設
を
し
た
が
途
中
で
放

棄
し
た
と
い
わ
れ
る
。
大
き
く
は
な
い
が
大
分
で
き
て
い

た
。 

 
宿
舎
は
椰
子
の
葉
と
竹
で
造
っ
て
雨
露
は
凌
げ
る
が
壁

は
隙
間
だ
ら
け
、
そ
の
宿
舎
が
点
々
と
あ
る
。
作
業
は
滑

走
路
へ
使
用
す
る
土
取
り
だ
。
ト
ロ
ッ
コ
に
掘
り
取
っ
た

土
を
円
匙
で
下
か
ら
投
げ
上
げ
て
入
れ
る
。
初
年
兵
三
人

一
組
で
こ
れ
も
競
争
で
入
れ
さ
せ
ら
れ
る
。
レ
ー
ル
は
単

線
で
、
ト
ロ
ッ
コ
は
出
る
時
は
一
番
先
で
、
入
っ
て
来
る

時
は
最
後
だ
。
古
参
兵
の
場
所
は
ト
ロ
ッ
コ
よ
り
上
で
土

が
豊
富
で
労
力
も
我
々
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
す
ぐ
に
満

杯
に
な
る
。 

  

よ
う
や
く
一
日
の
作
業
も
終
わ
り
宿
舎
に
帰
れ
ば
古
参

兵
の
洗
濯
、
兵
器
の
手
入
れ
、
宿
舎
の
掃
除
、
食
事
の
準

備
等
雑
用
が
山
程
あ
る
。
夜
は
歩
哨
や
不
寝
番
と
、
よ
く

ま
あ
こ
う
体
が
持
つ
も
の
だ
と
我
れ
な
が
ら
感
心
す
る
。

二
十
一
歳
の
元
気
盛
り
と
は
言
え
、
激
し
い
作
業
の
連
続

で
体
力
も
次
第
に
低
下
し
た
が
元
気
で
頑
張
る
。 

 

十
五
日
位
で
こ
の
作
業
は
終
わ
っ
た
。
今
度
は
滑
走
路

へ
敷
く
砕
石
を
作
る
た
め
二
人
が
一
組
で
岩
石
に
発
破
を

か
け
る
。
穴
掘
り
だ
。
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
鑿の

み

を
一
人
が

支
え
、
他
の
一
人
が
大
ハ
ン
マ
ー
で
力
い
っ
ぱ
い
叩
い
て

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
開
け
る
作
業
だ
。 

 

連
日
の
激
し
い
作
業
の
た
め
か
食
欲
が
無
く
な
り
、
体

が
だ
る
く
な
る
の
を
我
慢
し
て
頑
張
る
。
戦
友
が
心
配
し

て
隊
付
の
衛
生
兵
に
話
し
て
く
れ
る
が
「
少
し
ぐ
ら
い
体

の
調
子
が
悪
い
の
が
何
だ
、
甘
た
れ
る
な
」
と
大
声
で
怒

鳴
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
て
何
が
何
で
も
頑
張
れ
と
交
互
に
励
ま
し
て
く

れ
る
が
精
も
根
も
尽
き
果
て
夢
中
で
鑿
を
支
え
る
。
突
然

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
、
大
地
が
ぐ
う
っ
と
目
前
に
迫

っ
て
き
た
、
ま
で
は
分
か
る
が
、
そ
の
ま
ま
意
識
不
明
に

な
る
。 

 

元
気
に
な
っ
て
か
ら
中
沢
君
が
話
し
て
く
れ
た
が
、
急

報
で
駈
け
つ
け
た
衛
生
兵
が
驚
い
て
顔
面
蒼
白
に
な
り
、

私
を
担
架
で
医
務
室
へ
急
送
し
て
く
れ
る
。
衛
生
軍
曹
殿

が
隊
付
き
の
衛
生
兵
は
何
を
し
て
い
た
の
か
と
叱
っ
て
、
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衛
生
兵
は
三
つ
程
殴
ら
れ
、
胸
が
す
う
っ
と
し
た
よ
と
笑

っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
軍
医
殿
が
呼
ば
れ
注
射
を
し
て
く
れ

た
ら
し
く
、
次
第
に
辺
り
が
明
る
く
な
り
、
良
く
見
え
る

よ
う
に
な
る
。
古
参
班
長
殿
が
典
型
的
マ
ラ
リ
ア
だ
と
教

え
て
く
だ
さ
る
。
気
が
付
い
た
と
た
ん
に
頭
が
激
痛
し
、

各
関
節
も
痛
く
高
熱
（
四
二
・
五
度
）
で
肝
臓
と
脾
臓
が

犯
さ
れ
、
黄
疸
に
な
る
。
発
熱
流
汗
と
ま
さ
に
仏
印
一
の

悪
性
マ
ラ
リ
ア
で
、
し
か
も
初
期
治
療
が
遅
れ
脳
を
や
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
間
断
な
く
冷
水
で
冷
し
て
く
れ
た
。 

 

日
の
経
過
と
共
に
発
作
も
次
第
に
遠
の
き
、
一
月
末
に

は
す
っ
か
り
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
カ
月

ぶ
り
に
中
隊
復
帰
の
命
令
が
出
て
い
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
戦
友
と
別
れ
二
カ
月
ぶ
り
に
中
隊
に
戻
る
。
中
隊
復
帰

は
連
隊
の
銃
剣
術
大
会
出
場
の
た
め
だ
っ
た
。 

  

昭
和
十
九
年
二
月
、
私
が
マ
ラ
リ
ア
で
入
室
中
に
作
業

隊
よ
り
先
に
中
隊
に
帰
っ
た
同
年
兵
二
人
が
、
古
参
兵
の

猛
者
連
と
営
庭
で
朝
か
ら
入
れ
変
わ
り
、
立
ち
代
り
、
猛

稽
古
を
し
て
い
る
。
軍
隊
と
言
う
所
は
実
に
極
端
で
練
兵

休
が
終
わ
っ
た
途
端
に
健
兵
と
し
て
使
わ
れ
る
。
初
日
と

二
日
目
の
稽
古
は
体
に
応
え
た
が
、
四
日
目
頃
か
ら
以
前

の
体
に
戻
っ
て
き
た
。 

 

一
期
の
検
閲
が
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
一
息
す
る
余
裕
も
な

く
、
今
度
は
毒
ガ
ス
兵
の
修
業
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
軍
隊
に

は
い
ろ
い
ろ
の
特
業
が
あ
る
。
衣
服
を
修
理
す
る
縫
工
、

皮
類
を
修
理
す
る
装
工
、
軍
馬
の
金
沓
を
作
る
装
鉄
工
、

兵
器
修
理
の
鍛
工
兵
、
軍
用
犬
取
り
扱
い
兵
、
鳩
兵
、
ラ

ッ
パ
通
信
、
衛
生
兵
、
担
架
兵
、
作
業
兵
等
、
瓦
斯
と
作

業
は
生
き
地
獄
と
言
い
伝
え
の
あ
る
ほ
ど
酷
い
訓
練
だ
。 

 

一
カ
月
の
短
期
教
育
の
詰
め
込
み
教
育
で
、
実
物
の
毒

ガ
ス
を
使
用
し
て
炎
天
下
で
防
毒
面
を
装
着
し
て
の
猛
訓

練
は
激
し
さ
を
通
り
越
し
て
い
る
。
極
端
に
言
え
ば
首
を

絞
め
て
全
速
力
で
駈
け
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
。 

 

半
月
ぐ
ら
い
し
た
ら
、
十
八
歳
の
時
に
被
病
し
た
左
胸

膜
炎
の
兆
候
が
現
れ
、
戦
友
が
衛
生
兵
に
医
務
室
に
連
れ

て
行
け
と
強
引
に
診
察
を
受
け
る
。
そ
の
結
果
五
日
間
の

練
兵
休
を
命
ぜ
ら
れ
る
。 

 
こ
の
五
日
間
で
瓦
斯
防
護
教
範
の
重
要
部
を
全
部
覚
え
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て
し
ま
っ
た
。
こ
の
休
養
で
す
っ
か
り
元
気
を
取
り
戻
し

再
び
演
習
に
出
る
。 

 

一
カ
月
の
短
期
教
育
で
七
回
の
筆
記
試
験
が
あ
っ
た
。

初
日
の
試
験
が
七
〇
点
、
二
回
目
か
ら
は
全
部
満
点
だ
っ

た
。
一
等
兵
に
進
級
し
上
か
ら
十
五
番
ま
で
は
上
等
兵
候

補
者
と
し
て
特
別
教
育
が
あ
り
、
入
隊
し
て
か
ら
満
一
カ

月
経
つ
と
八
人
ぐ
ら
い
は
一
選
抜
の
上
等
兵
に
進
級
す
る
。 

  

昭
和
十
九
年
三
月
十
六
日
夜
、
同
年
兵
の
佐
藤
君
と
不

寝
番
の
勤
務
に
就
く
。
一
巡
し
て
戻
っ
た
ら
佐
藤
君
が
今

俺
達
の
進
級
会
議
が
始
ま
っ
た
と
知
ら
せ
る
。 

 

昭
和
十
九
年
五
月
中
旬
、
ビ
ル
マ
の
戦
況
は
い
よ
い
よ

風
雲
急
を
告
げ
、
各
戦
線
は
苦
戦
に
苦
戦
の
連
続
、
こ
の

兵
員
補
充
の
た
め
に
連
隊
よ
り
四
百
余
人
の
人
員
が
ビ
ル

マ
に
転
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

我
が
第
五
中
隊
か
ら
も
三
十
人
の
戦
友
が
転
属
し
て
、

各
内
務
班
共
に
急
に
淋
し
く
な
り
、
内
務
班
は
総
編
成
替

え
と
な
っ
た
。
私
は
相
変
わ
ら
ず
四
班
の
軽
機
関
銃
に
残

っ
た
。
初
年
兵
一
期
教
育
の
時
、
戦
友
で
さ
ん
ざ
ん
お
世

話
に
な
っ
た
瀬
戸
上
等
兵
殿
（
五
年
兵
）
が
四
班
に
戻
り
、

私
の
右
隣
で
戦
友
と
な
り
意
を
強
く
す
る
。
英
曹
長
殿
と

沢
合
伍
長
殿
は
兵
四
人
と
連
隊
よ
り
三
〇
〇
キ
ロ
南
の
清

化
（
タ
ン
ホ
ア
）
に
分
遣
と
な
り
、
米
丘
兵
長
殿
は
サ
イ

ゴ
ン
の
南
部
防
衛
隊
に
転
属
す
る
。 

 

館
伍
長
殿
が
四
班
の
班
長
に
な
る
。
六
月
に
な
り
初
年

兵
の
教
育
が
終
わ
り
各
内
務
班
に
配
置
さ
れ
十
人
入
る
。

西
田
上
等
兵
（
四
年
兵
）
も
初
年
兵
の
教
育
が
終
わ
り
、

兵
長
に
進
級
し
て
四
班
に
戻
っ
て
来
た
。
初
年
兵
が
来
た

の
で
急
に
楽
に
な
り
暇
が
で
き
た
。 

  

第
一
衛
兵
所
勤
務
の
時
は
表
門
が
軍
旗
の
歩
哨
だ
。
一

等
兵
で
も
任
務
は
重
い
個
所
ば
か
り
で
、
九
時
に
衛
兵
交

代
で
中
隊
に
も
ど
る
。
第
五
中
隊
は
連
隊
の
入
り
口
で
衛

兵
所
ま
で
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
あ
る
。
連
隊
よ
り
約

三
〇
キ
ロ
離
れ
た
仏
印
第
二
の
大
河
「
ソ
ン
コ
イ
カ
ワ
」

へ
連
隊
の
炊
事
場
で
使
用
す
る
薪
材
（
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
）

を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
す
る
使
役
の
た
め
、
四
カ
月
下
の
補

充
兵
三
人
を
連
れ
て
連
隊
の
炊
事
場
に
集
合
す
る
。 



142 

 

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
現
場
へ
到
着
す
る
と
現
地
人
の
木
造

船
に
積
み
こ
ん
だ
薪
材
が
船
着
き
場
に
到
着
し
て
い
た
。

こ
の
薪
材
を
船
よ
り
か
つ
ぎ
揚
げ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む

作
業
で
あ
る
。
船
よ
り
堤
防
上
ま
で
は
五
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
、
水
面
上
一
メ
ー
ト
ル
は
石
積
で
、
そ
れ
よ
り
上
は
堤

防
で
あ
る
。
薪
材
は
一
人
で
運
ぶ
の
に
ち
ょ
う
ど
度
良
い

重
量
に
揃
っ
て
い
る
が
、
時
に
は
太
い
材
が
混
ざ
っ
て
い

る
。
並
の
力
で
は
一
人
で
は
無
理
だ
。 

 

二
人
で
担
ぎ
上
げ
る
に
も
力
が
同
じ
で
な
い
と
急
勾
配

の
堤
防
で
危
険
で
あ
る
。
作
業
開
始
か
ら
一
時
間
足
ら
ず

で
中
途
で
落
と
し
て
後
を
担
い
で
い
た
兵
が
下
敷
き
に
な

り
足
を
骨
折
し
た
。
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
転
が
し
て
お
い
て

は
邪
魔
に
な
る
の
で
、
無
理
す
れ
ば
一
人
で
担
ぎ
上
げ
ら

れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
生
ま
れ
持
っ
て
の
馬
鹿
力
で
、
側

に
い
た
兵
に
肩
の
上
に
上
げ
さ
せ
て
、
一
人
で
堤
防
を
担

ぎ
上
げ
ト
ラ
ッ
ク
に
放
り
落
と
す
。 

 

翌
日
も
昨
日
と
同
じ
く
連
隊
の
炊
事
場
に
集
合
す
る
顔

ぶ
れ
は
大
半
同
じ
だ
っ
た
が
、
作
業
は
昨
日
と
同
様
太
く

て
重
い
の
は
私
の
受
持
ち
、
急
勾
配
の
堤
防
を
他
の
兵
と

同
じ
歩
調
で
悠
々
と
無
事
に
皆
担
ぎ
あ
げ
て
作
業
は
終
了

す
る
。 

  

七
月
の
初
旬
に
再
び
夏
の
中
隊
銃
剣
術
大
会
が
あ
り
、

各
内
務
班
対
抗
兼
各
年
次
の
個
人
対
抗
試
合
が
行
わ
れ
た
。

仏
印
の
七
月
は
暑
い
。
太
陽
が
真
上
か
ら
照
り
付
け
る
。

木
陰
で
半
袖
、
半
ズ
ボ
ン
で
何
も
せ
ず
に
休
ん
で
い
て
も

汗
が
流
れ
る
。 

 

軍
隊
の
内
務
班
は
各
年
次
兵
を
平
等
に
配
置
し
て
あ
る
。

二
組
以
上
の
年
次
は
一
回
戦
で
、
勝
星
の
多
い
上
位
三
人

が
二
回
戦
に
出
場
し
て
一
位
を
決
定
す
る
。
試
合
は
順
調

に
勝
ち
進
み
七
勝
一
敗
で
午
前
の
部
は
終
わ
る
。
午
後
は

五
戦
で
二
勝
す
れ
ば
三
位
以
内
と
思
い
な
が
ら
も
、
三
勝

し
て
十
勝
三
敗
で
、
一
組
で
二
位
に
な
っ
て
良
か
っ
た
。 

 

七
月
十
四
日
は
連
隊
の
一
大
祭
日
の
軍
旗
祭
で
あ
る
。

歩
兵
連
隊
の
象
徴
た
る
軍
旗
は
一
年
に
三
回
ぐ
ら
い
し
か

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
軍
旗
祭
も
盛
大
に
終
わ
り
、
明
く
れ

ば
十
五
日
「
柳
沢
、
明
日
タ
ン
ホ
ア
へ
行
く
か
ら
準
備
し

て
お
け
」
と
タ
ン
ホ
ア
に
分
遣
を
命
ぜ
ら
れ
る
。 
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十
七
日
、
夕
方
無
事
に
タ
ン
ホ
ア
に
到
着
宿
舎
に
入
る
。

沢
合
班
長
殿
以
下
既
に
分
遣
さ
れ
て
居
た
皆
さ
ん
に
挨
拶

を
す
る
。
第
六
中
隊
は
十
三
人
の
編
成
で
あ
る
。
軽
機
関

銃
二
挺
、
小
銃
十
一
、
現
地
は
タ
ン
ホ
ア
の
街
か
ら
二
キ

ロ
ぐ
ら
い
離
れ
た
原
野
で
、
山
砲
連
隊
第
六
中
隊
の
一
個

小
隊
が
現
地
人
を
使
用
し
て
飛
行
場
を
建
設
し
二
千
メ
ー

ト
ル
の
滑
走
路
を
作
っ
て
い
た
。 

 

輜
重
連
隊
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
三
台
で
資
材
を
運
搬
し
、

我
々
歩
兵
は
、
対
空
監
視
と
敵
機
来
襲
時
の
対
空
射
撃
が

任
務
で
あ
る
。
滑
走
路
の
原
形
は
大
体
で
き
て
い
た
。
五

年
兵
の
古
参
兵
殿
は
皆
良
い
人
で
我
々
若
年
兵
の
面
倒
を

よ
く
み
て
く
れ
、
小
言
も
言
わ
ず
一
戸
の
家
族
同
様
で
毎

日
が
楽
し
く
、
一
日
勤
務
し
て
翌
日
は
休
養
、
中
隊
と
は

天
と
地
ほ
ど
の
違
い
で
、
軍
隊
に
も
こ
ん
な
所
が
あ
る
の

か
と
吃
驚
す
る
。 

 

木
材
で
組
み
立
て
た
高
い
望
楼
で
、
精
度
の
良
い
双
眼

鏡
で
四
方
の
上
空
を
監
視
し
な
が
ら
か
す
か
な
爆
音
も
聞

き
取
る
。
視
界
は
広
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
間
機
な
ら
北
か

ら
南
に
飛
行
す
る
機
影
は
三
十
分
は
楽
に
見
ら
れ
た
。
一

時
間
の
監
視
で
三
交
代
勤
務
で
あ
る
。
時
々
在
支
米
軍
の

大
型
爆
撃
機
Ｂ
24
が
来
襲
し
た
が
、
八
千
メ
ー
ト
ル
以
上

の
高
度
で
飛
行
場
を
避
け
悠
々
と
去
っ
て
行
く
。 

 

敵
機
は
来
る
が
友
軍
の
飛
行
機
は
在
隊
中
に
三
回
見
た

の
み
だ
。
文
学
肌
の
山
田
さ
ん
が
「
戦
塵
ノ
ー
ト
」
に 

 
 

『
秋
の
陽
に 

照
映
え
ら
れ
て 

悠
々
と 

 
 
 
 

 
 
 

駈
き
行
く
敵
機
に 

砲
も
届
か
ず
』 

と
敵
機
を
睨
み
な
が
ら
無
念
の
心
中
を
書
い
て
あ
っ
た
。 

  

二
週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
二
十
キ
ロ
離
れ
た
海
水
浴
場
の

在
る
サ
ム
ソ
ン
へ
交
代
で
海
水
浴
に
行
く
。
生
ま
れ
て
初

め
て
泳
ぐ
海
も
楽
し
い
半
日
だ
っ
た
。
一
カ
月
に
一
回
、

タ
ン
ホ
ア
の
街
に
外
出
す
る
。
安
南
の
古
都
で
美
し
い
街

並
み
で
見
る
物
皆
珍
し
く
、
立
派
で
、
驚
き
感
心
す
る
の

み
。
軍
指
定
の
食
堂
で
物
価
も
安
く
ビ
ー
ル
一
本
三
十
五

銭
、
サ
イ
ダ
ー
一
本
二
十
五
銭
、
お
汁
粉
一
杯
二
十
銭
、

大
き
い
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
一
個
十
五
銭
、
バ
ナ
ナ
五
十
銭
も

買
え
ば
二
人
で
は
食
べ
切
れ
な
い
。
一
等
兵
の
一
カ
月
の
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俸
給
が
二
十
一
円
だ
っ
た
。 

 

【
解 

 

説
】 

 
大
東
亜
戦
争
が
開
始
さ
れ
て
後
、
昭
和
十
八
年
頃
よ
り
、

各
地
で
の
敵
機
の
活
躍
、
反
攻
の
動
向
が
顕
著
と
な
り
、

ビ
ル
マ
方
面
、
壕
北
方
面
、
仏
印
な
ど
の
戦
備
の
強
化
に
、

努
力
が
払
わ
れ
て
き
た
。 

 

と
く
に
昭
和
十
八
年
に
入
っ
て
南
東
方
面
の
情
勢
が
い

よ
い
よ
重
大
化
す
る
に
伴
っ
て
、
第
十
九
軍
の
戦
闘
序
列

が
令
さ
れ
た
。
即
ち
第
十
九
軍
の
新
設
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
同
時
に
、
南
西
方
面
に
お
い
て
も
防
衛
強
化
を
図

る
た
め
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
は
、
新
た
に
仏
領

イ
ン
ド
シ
ナ
軍
が
編
成
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
日
、

南
方
軍
の
隷
下
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
軍
司
令
官

は
陸
軍
中
将
町
尻
量
基
が
任
命
さ
れ
サ
イ
ゴ
ン
に
司
令
部

を
置
き
、
仏
印
駐
屯
の
部
隊
を
指
揮
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ

当
局
と
仏
印
防
衛
に
関
し
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
二

十
一
師
団
に
対
し
て
は
、
単
に
防
衛
上
に
限
定
さ
れ
た
指

揮
権
に
止
ま
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
幕
僚
通
信
機
能
も
貧

弱
で
、
強
力
な
作
戦
軍
と
し
て
の
機
能
発
揮
に
は
著
し
く

欠
く
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

  

仏
印
に
進
駐
し
て
い
た
第
二
十
一
師
団
は
、
最
終
的
に

第
三
十
八
軍
（
信
兵
団
）
と
し
て
第
二
師
団
、
第
五
十
五

師
団
、
第
三
十
七
師
団
、
独
立
混
成
第
三
十
四
旅
団
と
戦

闘
序
列
に
あ
り
、
か
つ
体
験
記
筆
者
が
、
自
身
の
入
隊
前

の
第
二
十
一
師
団
の
動
静
を
記
し
て
い
る
ご
と
く
、
第
二

十
一
師
団
の
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
は
比
島
に
転
戦
、
歩
兵

第
八
十
二
及
び
第
八
十
三
連
隊
は
仏
印
に
展
開
し
て
お
り
、

比
島
に
転
戦
し
て
い
た
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
が
仏
印
に
戻

り
ハ
イ
ホ
ン
に
上
陸
、
第
二
十
一
師
団
全
部
が
仏
印
に
集

結
を
完
了
し
た
の
は
昭
和
十
七
年
の
十
二
月
の
こ
と
で
あ

る
。 

  

体
験
記
筆
者
は
昭
和
十
八
年
四
月
、
松
本
第
一
五
〇
連

隊
に
入
隊
、
す
ぐ
歩
兵
第
六
十
二
連
隊
の
仏
印
派
遣
要
員

と
し
て
夏
服
を
支
給
さ
れ
る
。
そ
し
て
三
カ
月
の
教
育
を

終
え
て
、
六
月
に
宇
品
か
ら
台
湾
を
経
て
、
昭
和
十
八
年
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七
月
二
十
四
日
に
、
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
し
て
い
る
。

同
行
の
信
州
健
児
千
人
と
い
う
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
仏
印
の
地
に
駐
屯
し
て
、
歩
兵
第
六
十

二
連
隊
の
比
島
帰
り
の
生
残
り
の
猛
者
で
あ
る
古
兵
、
先

輩
か
ら
実
戦
に
即
し
た
教
育
を
受
け
、
ま
た
内
務
班
で
も

内
地
に
勝
る
厳
し
い
基
本
教
育
を
受
け
た
こ
と
を
体
験
と

し
て
記
し
て
い
る
。 

 

そ
の
中
に
お
い
て
、
筆
者
は
銃
剣
術
に
秀
で
る
特
技
が

あ
り
、
各
班
対
抗
、
大
隊
大
会
な
ど
に
選
抜
、
出
場
し
て
、

班
の
た
め
に
活
躍
、
幾
多
の
賞
品
を
獲
得
し
て
、
部
隊
内

で
も
有
名
を
馳
せ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
戦
地
で
の
い
わ
ゆ
る
駐
屯
部
隊
の

軍
隊
生
活
を
如
実
に
記
録
し
て
い
る
。 

 

ま
た
飛
行
場
の
建
設
の
苦
労
、
毒
ガ
ス
兵
の
修
業
な
ど

が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
毒
ガ
ス
教
育
で
は
、
実
物

の
毒
ガ
ス
を
使
用
し
て
、
炎
天
下
で
、
防
毒
面
を
装
着
し

て
の
猛
訓
練
、
こ
れ
は
激
し
さ
を
通
り
越
し
、
首
を
絞
め

て
全
速
力
で
駈
け
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
述
懐
す
る
。 

 

 

筆
者
は
「
軍
隊
の
想
い
出
」
と
し
て
九
篇
に
及
ぶ
長
原

稿
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
仏
印
進
駐
時
の
体
験
記

で
、
今
後
、
要
約
し
て
三
回
の
連
載
を
考
え
て
い
る
。
（
編

者
記
） 

 




